
大麦だより（第７号）
令 和 ７ 年 ４ 月 日
Ｊ Ａ 能 美
Ｊ Ａ 根 上

・出穂後の麦は湿害に弱くなるため、明渠の点検・補修を実施しましょう。

赤かび防除について

明渠の補修について

○管内大麦の出穂予想（４月４日時点）

• 赤かび発生防止のため、出穂後２回の適期防除を徹底してください。

防除回数 防除時期 薬剤名
散布量

（10aあたり）

１回目 出穂期の３～５日後 トップジンＭゾル ０．８Ｌ
（８倍希釈）

２回目 １回目散布の７日後 ワークアップフロアブル ０．８Ｌ
（１０～１６倍希釈）

＜液剤体系※無人ヘリおよびドローン防除＞

☆個人防除の留意事項☆

・防除は風の弱い早朝に散布すると飛散しにくいため、薬剤の効果が

高くなります。また、規定薬量の厳守をお願いします。

※無人ヘリ防除の日程は、改めてご連絡いたします。

出穂期予想 ： ４月１２日～２６日頃
※出穂期とは、ほ場の５０％が出穂した日を指す

今後、気温が平年より
高く推移すると、出穂
期が早まる可能性あり

個人防除を行う場合は、出穂期を確認し、適期に防除を実施しましょう。


